
平
成

2
9
年
　

平
成

2
9
年
　
N
o
.6
4
5

N
o
.6
4
5

99
月
号
月
号

8
月
20
日
（
日
）

8
月
20
日
（
日
）
史
跡
慧
日
寺
跡
金
堂
に
て
「
と
も
し
火
と
仏
教
声
楽
の
夕
べ
」
を

史
跡
慧
日
寺
跡
金
堂
に
て
「
と
も
し
火
と
仏
教
声
楽
の
夕
べ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
催
し
ま
し
た
。 （
関
連
記
事
5
ペ
ー
ジ
）

（
関
連
記
事
5
ペ
ー
ジ
）
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ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
手
の
森
宮
真

琴
さ
ん
と
ザ
・
ヤ
ン
グ
ビ
ー
ツ
の
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

宵
を
迎
え
、
提
灯
の
灯
り
が
会
場
を
つ

つ
み
、
鈴
木
貞
男
民
謡
教
室
の
皆
さ
ん
に

よ
る
会
津
磐
梯
山
の
お
囃
子
で
、
や
ぐ
ら

を
中
心
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
毎
年
恒
例

の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
ど
り
、
大
き
な

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第
８
回 

ば
ん
だ
い
納
涼
盆
踊
り

8
月
13
日
（
日
）
町
中
央
公
民
館
前
に

お
い
て「
第
８
回
ば
ん
だ
い
納
涼
盆
踊
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
や
お
盆
で
帰
省
し
た
方
な
ど
多
く

の
人
々
が
訪
れ
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
は
、
磐
梯
明
神
太
鼓
の
勇
壮
な
演

奏
で
幕
を
開
け
る
と
、
焼
き
そ
ば
や
た
こ

焼
き
な
ど
の
露
店
や
商
工
会
・
地
元
酒
造

会
社
の
皆
さ
ん
に
よ
る
飲
食
物
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
に
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
国
立
磐
梯
青
少
年
の
家
に
よ

る
「
缶
バ
ッ
チ
作
り
」、
日
曹
金
属
化
学

㈱
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
く
じ
コ
ー
ナ
ー
」

は
子
ど
も
達
に
大
人
気
で
し
た
。
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―
答
辞
（
一
部
抜
粋
）
―

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
成
人
式
を
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

私
た
ち
も
二
十
歳
を
迎
え
、
新
成
人
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
す
で

に
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
や
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
学
業
を

続
け
て
い
る
方
な
ど
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

ち
、社
会
を
生
き
る
う
ち
の
一
人
と
し
て
、

常
に
上
を
向
い
て
前
進
し
て
い
こ
う
と
覚

悟
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。わ

が
磐
梯
町
は
、自
然
が
豊
か
で
あ
り
、

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町
と
し
て
全

国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
町
で
、
と
も
に
過
ご
し
た
親
友
た
ち

は
皆
社
会
で
十
分
通
用
す
る
素
晴
ら
し
い

人
材
に
成
長
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
成
人
式
を
迎
え
た
と
は
い

え
私
た
ち
は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
未
熟

者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
が
社
会

で
通
じ
る
よ
う
、
ま
わ
り
と
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

成
人
者
代
表　

 

　

　
　
　

   　
　
　

   

成人おめでとう
８月 15日（火）町中央公民館において「平成 29年度磐梯町成人式」が行われ、35名

（男子 16名・女子 19名）の皆さんが晴れて成人を迎えました。

８
月
20
日
（
日
）
史
跡
慧
日
寺
跡
金

堂
に
お
い
て
、「
と
も
し
火
と
仏
教
声

楽
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
灯
籠

の
明
か
り
に
浮
か
び
上
が
る
石
敷
き
広

場
と
、
声
明
が
醸
し
出
す
幽
玄
の
世
界

を
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
５
0
０
名

の
方
々
が
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

宵
を
迎
え
る
金
堂
前
で
、
新
義
真
言

聲
明 

三
宝
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
四

智
梵
語
』、『
散
華
』『
対
揚
』、『
理
趣
経
』

な
ど
6
曲
に
つ
い
て
、
解
説
を
交
え
な

が
ら
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

史跡慧日寺跡史跡慧日寺跡

ともし火と仏教声楽の夕べともし火と仏教声楽の夕べ

晴れて成人の仲間入りをしました（成人証書授与）久しぶりの恩師や仲間との再会に話に花が咲きました



まちのわだいまちのわだい
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 ▲ご寄附ありがとうございました

8月3日（木）町民ゴルフ大会実行委員会会長
さんが役場を訪れ、町の教育発展のため、学校教材購入に
役立てていただきたいとご寄附いただきました。
ご寄附の趣旨に沿って有意義に活用させていただきま
す。ありがとうございました。

ご寄附ありがとうございます

8月８日（火）町役場において、第 70回福島県総合体
育大会スポーツ少年団体育大会バレーボール競技の部で男
子が 1位、女子が 4位に入賞し、男女とも県大会出場が
決定した大谷バレーボールスポーツ少年団へ、町長より激
励金が贈呈されました。
また、8月 19 日（土）、20 日（日）に行われた県大会
においては、入賞は逃しましたが全力で試合に臨みました。

大 谷バレーボールスポーツ少年団

８月 23日（水）町老人福祉センターにお
いて、戦没者追悼式・慰霊祭が開催されまし
た。戦後 72年を迎え、町関係者並びに遺族
の方々約 46名が参列し、代表の方々より献
花いただき、戦没者 166 柱のご冥福と恒久
平和を祈りました。

戦没者追悼式並びに慰霊祭

８月 24日（木）町役場において、平成 29 年度個人県民税優良市
町村知事感謝状伝達式が行われました。
個人県民税の納税について功績があったことが評価されたもので、戸
田会津地方振興局長からは、「今年も非常に高い徴収率を確保していた
だき感謝いたします。」という謝辞と共に、町長に知事感謝状が贈呈さ
れました。
磐梯町個人県民税の平成 28 年度徴収率は 99.60％で、平成 27 年
度の 99.61％から引き続き高い徴収率を保っています。

優良納税市町村で感謝状

 ▲会津地方振興局長から感謝状の伝達

お盆野球大会

8月 1日（火）森林学習会を開催しました。
学習会には、一小・二小の児童 28名が参加し、磐梯ふ
るさとの森公園で薬草を探すオリエンテーリングに取り組
みました。
児童達は、公園で採取した葉っぱをカラフルなスタンプ
にし、オリジナルバッグの作成も行いました。身近な森林
資源に触れることを通して、自然のもつ奥深さや森との繋
がりを感じる学習会になりました。

8月15日（火）更科グリーンスタジアムと第二小学校に
おいて、磐梯町お盆野球大会が開催されました。
試合は磐梯町長および磐梯町体育協会長の始球式に続い

て開始され、８チームが猛暑の中で熱戦を繰り広げました。
　今年は下西連地区が布藤地区との決勝戦を制し、栄冠を
手にしました 。
参加された皆さん、大変お疲れ様でした。 ▲早朝から熱戦が繰り広げられました

8月 6日（日）「道の日」に伴い早朝から町民の皆さんに
よる「道路美化活動」が行われました。
花壇の除草や周辺のゴミ拾い等の道路の環境美化を行い

ました。
ご協力いただいた皆さん、大変ありがとうございました。

道の日に道路美化活動

 ▲献花をする町長

 ▶献花をする遺族会会長

 ▲スポーツ少年団に激励金が手渡されました

 ▲ご協力ありがとうございました

 ▲たくさんの薬草をみつけました

林学習会森

 ▲町内を自転車で疾走

8月27日（日）「第19回うつくしまトライアスロンinあいづ」
が開催され、町内をバイク（自転車）に乗った選手たちが走
り抜けました。
大会は猪苗代町天神浜から会津大学までの51.5㎞の総合
成績で順位が争われ、全国から590 人の鉄人が参加して己
の気力と体力の限界に挑戦しました。

つくしまトライアスロン in あいづう



 

学
ん
で
、
学
ん
で
、
学
び
続
け
る　

初
め
ま
し
て
。
四
月
に
磐
梯
第

一
小
学
校
に
着
任
し
ま
し
た

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
、
中

通
り
の
霊
山
町
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
三
月
に
大
学
を
卒
業
し
て
、

新
採
用
で
参
り
ま
し
た
。
初
め
は
、

ど
こ
の
小
学
校
に
配
属
に
な
る
か

と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
。
実
は
、
磐
梯
町
の
ホ
テ
ル
に

旅
行
で
来
て
い
た
た
め
、
磐
梯
町

に
配
属
で
あ
る
と
分
か
っ
た
時
に

は
、
何
か
の
縁
で
あ
る
と
強
く
感

じ
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
磐
梯
町
の
印
象
は
、
小

学
校
、
中
学
校
、
公
民
館
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
レ
ン
ガ
調

で
、
一
体
感
が
あ
る
町
だ
ろ
う
な

あ
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
と
て
も
素
直
で
、
地
域

の
方
々
も
と
て
も
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
こ
の
よ
う
な
磐
梯
町

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
毎
日
の
学
び
を
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
思
い

や
り
の
心
を
も
っ
て
、
周
り
の
人

に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど

も
た
ち
と
共
に
、
私
自
身
も
、
毎

日
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

～新しい先生が着任されました～

第
一
小
学
校 

教
諭

第
二
小
学
校 

教
諭

　

四
月
の
異
動
で
郡
山
市
立
安
積
第

一
小
学
校
よ
り
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
磐
梯
第
二
小
学
校
で
男
子

八
人
女
子
二
人
の
か
わ
い
い
十
人
の

二
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。

　

人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
校
庭
の

草
花
や
生
き
物
に
親
し
み
、
教
室
で

は
一
生
懸
命
に
学
習
す
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
達
で
す
。
休
み
時
間

は
、
他
の
学
年
の
子
ど
も
達
と
仲
良

く
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
登

校
や
縦
割
り
清
掃
、
全
校
給
食
等
で

上
級
生
の
姿
を
見
て
、
自
然
に
下
の

学
年
に
や
さ
し
く
す
る
こ
と
を
学
ん

で
き
て
い
ま
す
。

　

生
活
科
の
学
習
で
は
、
一
年
生
が

入
学
し
た
と
き
に
ペ
ア
を
組
ん
で
学

校
探
検
を
し
、
校
舎
内
を
案
内
し
た

り
、
体
育
館
や
特
別
教
室
の
使
い
方

を
説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。
一
学
期

に
は
西
連
地
区
を
中
心
と
し
た
町
探

検
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
自
然
や

歴
史
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
に
見
守
ら
れ
、
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
お
礼
を
言
う

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

は
き
は
き
と
返
事
や
挨
拶
が
で
き

る
子
や
、
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」、

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が
言
え
る
子
達

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
温
か
く
育
て

て
い
る
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
私

達
教
職
員
み
ん
な
と
で
見
守
り
な
が

ら
、
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
指
導

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
二
学
期
も

町
内
や
学
校
の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

8
月
1
日(

火)

お
お
る
り

公
園
に
お
い
て「
森
林
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、

葉
っ
ぱ
ス
タ
ン
プ
で
エ
コ
バ
ッ

ク
作
り
を
し
ま
し
た
。　

8
月
22
日(

火)

メ
ロ
ー

ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
「
ゴ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
の
職
員
の
方
を
講

師
に
、
楽
し
く
活
動
、
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔
磐
梯
大
学
〕

8
月
3
日（
木
）講
話
Ⅲ
「
会

津
の
歴
史
〜
会
津
五
薬
師
〜
」

を
会
津
古
城
研
究
会
の

氏
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
ま

し
た
。

趣
味
講
座
「
健
康
講
座
Ⅰ
」

「
健
康
講
座
Ⅱ
」「
学
び
講
座
」

「
て
わ
っ
さ
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

〔
わ
た
し
の
手
仕
事
〕

8
月
25
日
（
金
）「
も
の
づ

く
り
〜
一
閑
張
り
〜
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

8
月
29
日
（
火
）「Cooking

〜
夏
野
菜
の
料
理
〜
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

☎　73-2017

FAX 73-2449

〈１０月の予定〉

■ 5日 ( 木 )
　磐梯大学（館外研修）
■ 5・12・19・26日 ( 木 )　　　
　英会話教室
■ 8・9日 ( 日・月 )
　おおるりンピック
　後期大会
■ 19日 ( 木）
　わたしの手仕事
　　「ものづくり」
■ 31日 ( 火）
　わたしの手仕事
　　「Cooking」 
■中旬
   女性カレッジ

〔
合
同
講
座
〕

8
月
27
日(

日)

ば
ん
だ

い
っ
子
ク
ラ
ブ
・
女
性
カ
レ
ッ

ジ
の
合
同
講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
を
瑠
璃
の
里
に
お
い

て
「
瑠
璃
の
里
夏
祭
り
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

屋
台
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
天
候
も
よ
く
楽

し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
出

来
ま
し
た
。



地域包括⽀援センターだより
☎ 73-3530第１回　家族介護者教室

保健福祉センターだより
☎ 73-3101「切り干し大根の卵焼き」
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平
成
29
年
8
月
4
日
（
金
） 

平

成
29
年
度
第
1
回
家
族
介
護
者
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
ご
存
知
で
す
か
？
高
齢
者
の
住

ま
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
津
若
松

市
に
あ
る
高
齢
者
の
施
設
見
学
会

と
昼
食
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
見
学
会
は
、
会
津
若
松
市

に
あ
る
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

多
生
苑
西
栄
町
と
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
ア
ル
コ
ー
ト

南
の
２
施
設
に
お
邪
魔
し
て
、
担

当
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
興
味
深
く
見
学
を

し
、
質
問
等
を
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
目
で
見

て
話
を
聞
く
事
で
、
施
設
の
特
色

や
雰
囲
気
等
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
か
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
が
利
用
で
き
る
施
設
は

い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国民健康保険のお知らせ

10 月は国民健康保険証の更新です
現在お使いの国民健康保険被保険者証（以下「保険証」）は 9月 30日で有効期限が切れます。

新しい保険証は 9月末までに郵送で各家庭にお届けしますので、10月 1日からお医者さんにかかるときは、
新しい保険証を窓口へ提示してください。また、古い保険証は役場町民課へ返還をお願いします。

こんなときは 14日以内に届出を！

国保から社会保険へ、また社会保険から国保への切り替えの手続きは自動的にはされま
せん。必ず届け出をお願いします。

　加入の届け出が遅れると国民健康保険税は国保加入資格を得た月までさかのぼって納めなければなりません。

その間の医療費は全額自己負担となります。

　また、やめる届け出が遅れると、国民健康保険税を二重に支払ってしまうこともありますので、上記に該当す

る場合は必ず 14日以内の届け出をお願いします。

　　◆問い合わせ先　役場町民課 生活環境係　☎ 74-1215

国民健康保険税を滞納していると…

　国民健康保険税を納めないでいると、次のような措置がとられることになりますので、ご注意ください。

①納期限を過ぎると、督促状が送付されます。また、延滞金が加算される場合もあります。

② それでも納めないままでいると、通常の保険証の代わりに「短期被保険者証」や「被保険者資格証明書」

が発行されます。「短期被保険者証」は有効期限が短く、その都度更新手続きが必要になります。また「被

保険者資格証明書」は医療機関を受診する際、いったん医療費を全額自己負担しなければなりません。

③ 滞納が続き、納付相談にも応じない場合は財産の差し押さえなどの処分を受ける場合もあります。

■非自発的失業者の軽減措置
　会社の倒産や解雇など非自発的失業者となった 65歳未満の人の国民健康保険税は、申請により翌年度末まで

の間、前年の給与所得を 30％とみなして算定します。詳細につきましては役場総務課 税務係までお問い合わせ

ください。

納付が困難なときは、そのままにせず、お早めに下記までご相談ください。
◆問い合わせ先　役場総務課 税務係　☎ 74-1213

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入

ほかの市区町村から転入してきたとき ほかの市区町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき
（職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき）

職場の健康保険をやめた証明書（社会保険喪失証明書）
（被扶養者でない理由の証明書）、印鑑

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
外国籍の人が加入するとき 在留カード

国
保
を
や
め
る

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき
（職場の健康保険の被扶養者になったとき）

国保と職場の健康保険証（後者が未交付の場合は加入
を証明するもの）、印鑑

被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、在留カード

そ
の
他

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき 保険証、印鑑
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、印鑑、在学証明書
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの、印鑑

 施設見学会の様子

磐
梯
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

で
町
の
Ｉ
Ｐ
電
話
に
掲
載
し
た
、

レ
シ
ピ
の
中
か
ら
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

《
作
り
方
》

①
切
り
干
し
大
根
は
水
で
手
早
く

も
み
洗
い
し
、
軽
く
水
気
を
絞
っ

て
短
め
に
切
る
。

②
耐
熱
皿
の
ボ
ウ
ル
に
、
だ
し
汁

と
①
を
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
か
け
て

電
子
レ
ン
ジ(

６
０
０
ｗ)

で
３

分
間
加
熱
し
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ

１
を
加
え
て
味
を
つ
け
る
。

③
ボ
ウ
ル
に
片
栗
粉
、
水
各
大
さ

じ
１
を
合
わ
せ
て
と
き
、
卵
を
割

り
ほ
ぐ
し
て
、②
、ち
り
め
ん
ジ
ャ

コ
、
生
姜
、
細
ネ
ギ
を
加
え
て
混

ぜ
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ

じ
２
を
熱
し
、
③
を
流
し
入
れ
て

半
熟
状
に
焼
く
。
ふ
た
を
し
て
弱

火
に
し
て
１
〜
２
分
間
焼
く
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
木
の
ふ
た
や
平

ら
な
お
皿
な
ど
を
当
て
て
返
し
、

適
宜
に
切
り
分
け
る
。

《材料４人分》

卵　　　　　　　　　　４個

ちりめんジャコ　　　　大さじ３～４

切り干し大根　　　   　３０ｇ　

生姜 ( みじん切り )　 　 大さじ１

だし汁　　　　　　　   カップ１／２

細ネギ ( 小口切り )　　  １／２束　

しょう油　　　　　　　大さじ１

片栗粉　　　　　　　　大さじ１

サラダ油　　　　　　　大さじ２



今月のお知らせ今月のお知らせ

町の人口

今月の納期

今
月
の

　
　

お
知
ら
せ

 　内容　   とき　　時間　　ところ

　 料金　   対象　　問い合わせ先

内 日

問

時

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
役
場
政
策
課 

情
報
係　

☎
７
４
‐
１
２
２
１

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

川　
　

柳

◇　

愛
情
の　

家
庭
菜
園  

味
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
短　
　

歌

◇　

処
暑
む
か
え 

庭
に
は　

早
し
萩
咲
き
し

　
　
　

  　
　

初
秋
の
け
は
い　

し
の
び
よ
り
つ
る

◇　

伝
統
の 

会
津
の
里
で　

酒
に
酔
ひ

　
　
　

  　
　

人
の
情
け
に　

ま
た
酔
ひ
な
け
る

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

料

料問

所

内日時

所問内

対

対問

日時所料

内日時所

問

問内

日時所問内時 日所料問

内
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   「
公
証
週
間
」
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す
。

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契

約
、
金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸

借
、
離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝

料
、養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、

後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
時

遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決

め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け

ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

無
料

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

会
津
若
松
公
証
役
場

☎
３
７
‐
１
９
５
５

消
費
税
軽
減
税
率  　

    

制
度
に
関
す
る
説
明
会

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し

た
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

平
成
29
年
10
月
19
日（
木
）

午
前
9
時
半
か
ら
11
時

午
後
1
時
か
ら
2
時
半

午
前
と
午
後
2
回
開
催
。

※
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

■人　口　３, ５３８人 

　　男　　１, ７３２人 

　　女　　１, ８０６人

■世帯数　１１９０世帯

■転入 　4人 / 転出 11 人

■出生　１人 /死亡   ２人

（平成 29年 8月 31 日現在）

戸
籍
の
窓
口

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
 

 

　
　

保
護
者
名

７
／
30 　

　
（

）　

更
科
団
地

●
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

８
／
５ 　

　

  

上
西
連

（
８
月
期　

敬
称
略
）

※
お
名
前
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
の
際
、

　

役
場
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１０月　２日（月）
国 民 健 康 保 険 税
（第３期）

介 護 保 険 料
（第３期）

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

（第２期）
上 下 水 道 料
お忘れなく！

お
知
ら
せ

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門

☎
２
７
‐
４
３
１
１

平
成
30
年
4
月
か
ら
無
期

　

労
働
契
約
へ
の
転
換
申
込

　

が
本
格
化
し
ま
す

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更

新
さ
れ
て
通
算
5
年
を
超
え

た
時
は
、
労
働
者
の
申
込
に

よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
に
転
換
で
き
ま
す
。

契
約
期
間
に
定
め
が
あ
る

契
約
が
5
年
を
超
え
る
方

詳
し
く
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室

☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
９

平
成
29
年
10
月
7
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
７
５
‐
２
２
４
２

健
康
長
寿
い
き
い
き  　

    

県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
民
主
体
の
介
護
予
防
活

動
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

〇
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

講
演
会
「
人
生
は
い
つ
も

「
今
」
か
ら
〜
夢
を
追
い
続

け
る
心
と
か
ら
だ
〜
」

講
師　

三
浦　

雄
一
郎

介
護
予
防
に
関
す
る
体

験
・
相
談
な
ど

平
成
29
年
10
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
半
か
ら
午
後
3
時

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

無
料

い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
事
務
局

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
２
５
５
０

ふ
る
さ
と
・
ふ
く
し
ま  　

    

合
同
就
職
面
接
会

東
日
本
大
震
災
及
び
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
た
め
避
難
し
て
い

る
方
で
、
U
・
I
タ
ー
ン
希

望
者
等
を
対
象
と
し
た
合
同

就
職
面
接
会
。

参
加
企
業
30
社
。

平
成
29
年
10
月
7
日（
土
）

午
後
1
時
半
か
ら
３
時

東
京
交
通
会
館
12
階

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

２
‐
10
‐
１

無
料

※
事
前
予
約
不
要
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
島
労
働
局
職
業
安
定
部

職
業
対
策
課

☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐
５
４
３
８

面
接
会
・
イ
ベ
ン
ト

障
害
者
就
職
面
接
会 

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者

と
企
業
と
の
面
接
機
会
を
確

保
し
、
雇
用
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
面
接
会
。

参
加
企
業
約
30
社
。

平
成
29
年
10
月
18
日（
水
）

午
後
1
時
半
か
ら
3
時
半

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

☎
２
６
‐
３
３
３
３

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い  　

    

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

医
療
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
。

〇
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

医
療
体
験
コ
ー
ナ
ー

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
展
示

地
元
団
体
に
よ
る
ダ
ン

ス
・
合
唱
な
ど

内

　

　



29 年 28 年
死亡事故 ０ ０
増減 ０
人身事故 9 11
増減 -2

交通事故発生状況

犯罪発生状況

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな
　効果があります。助手席、後部座席も着
　用しましょう。
◎ 6歳未満の子どもを乗せる時は、必ず
　チャイルドシートを使用しましょう。

※その他の刑法犯には、暴行・傷害、詐欺・横領、遺失物等横領、器物損壊
　を含みます。　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 8月末現在）

日日

15　　磐梯弘報　9月号 磐梯弘報　9月号　　14

磐梯町内の犯罪・交通事故発生状況（猪苗代警察署調べ）

総
計

7

そ
の
他
の
刑
法
犯

１

窃
盗
犯
計

6

窃　盗　犯
そ
の
他
乗
り
物
盗

 

自
転
車
盗

 

オ
ー
ト
バ
イ
盗

 

自
動
車
盗

 

非
侵
入
盗
そ
の
他

１ 

ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
盗

畑
荒
し

 

さ
い
銭
盗

 

職
場
ね
ら
い

 

万
引
き

１

自
販
機
ね
ら
い

 

脱
衣
所
ね
ら
い

 

部
品
ね
ら
い

2　

車
上
ね
ら
い

置
引
き

1

侵
入
盗
そ
の
他

倉
庫
荒
ら
し

１

出
店
荒
ら
し

　 

事
務
所
荒
し

 

金
庫
破
り

　

空
き
巣

猪苗代消防署磐梯出張所からのお知らせ
☎ 73-3100

９月は防災月間

大正１２年の９月１日は死者・行方不明者 14 万人、倒壊家屋 12 万棟、全焼家屋 44 万棟の
被害をもたらした関東大震災の発生した日です。さらに９月には室戸台風や枕崎台風、洞爺丸台
風など過去に甚大な被害をもたらした台風がその名を連ねています。
また、記憶にも新しい東日本大震災や、平成 26年８月豪雨により広島県広島市で大規模な土
砂災害が発生するなど、近年は想像を超えた自然災害が多発しています。９月は防災月間として、
自宅・職場など身の回りの、以下の点を考えてみましょう。

①被災した場合、
　どうしたら良いか考えてみましょう。
②何が必要なのか確認して
　備えてください。
③避難場所や避難の方法、ライフライン、
　病院、食料、トイレなど様々な話題が
　出てくると思います。
　災害に備える第１歩目は、皆さんが災害
　について考えることです！

 

一次集合場所や避難場所を確かめる。
実際に避難場所まで歩いて、途中の様子を
知っておく。

◆問い合わせ先　役場町民課 保健福祉係 ☎ 74-1215・ハーモニー磐梯 ☎ 74-1000

　認知機能の低下がみられる高齢者のご家族・介護者が、気軽に交流・相談・リフレッシュ
できる場を提供します。また、認知症について知りたい方、在宅介護でお悩みの方、どなたでも自
由に参加できます！どんなことでもお気軽にご相談くださいね！
　皆さんがリフレッシュできる楽しい企画や認知症介護講習会、認知症の相談会等、実施します。
お誘い合わせ上、お気軽にお越しください。　お待ちしておりますヽ (^。^) ノ

◇日　時　9月 22 日（金）　午後 1時半～ 3時半
◇場　所　ハーモニー磐梯
◇参加費　100 円（飲み物・お菓子・保険代）
※　参加申込みは不要です。送迎の必要な方は、ご相談ください。

※　お問い合わせはハーモニー磐梯までお気軽にどうぞ。

♪町かふぇのご案内　（平成 29年度　第 6回）

今回は「かぼちゃ」を使っ
たケーキ作りです。
認知症に関するミニ講座も
予定しております。
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町では、保護者の子育てと就労の両立を支援するため、学校などでお子さんが体調
不良になった時に、保護者が迎えに来るまでの間、磐梯町医療センターまたは、かか
りつけ医と連携してお子さんのケアをサポートします。利用には事前登録が必要です。
詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

◆問い合わせ先　役場 こども課 こども係　☎ 74-1216

『体調不良児支援事業』について

【国民年金】会津若松年金事務所からのお知らせ

年金のご相談・お手続きの際は、「お電話」でのご予約をお願いしております。
事前の予約により、スムーズにご相談ができます。相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ丁寧に
対応させていただきます。なお、当日の予約は行っておりませんのでご了承ください。

◇お電話で予約
　　　年金手帳または年金証書をご準備のうえ、☎ 0242-27-5321までお電話ください。
　　※音声案内ガイダンスで「５」を押してください。
　　　繋がりましたら「年金相談の予約」とお申し出ください。

◇年金事務所での相談窓口時間帯
　　８：３０~１８：００（月曜日）
　　８：３０~１６：００（火 ~金曜日）
　　９：３０~１５：００（第２土曜日）
　※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に１８：００まで予約相談をお受けします。

◆問い合わせ先　会津若松年金事務所 ☎ 27-5321　役場町民課 生活環境係　☎ 74-1215
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くん（下⻄連）
平成 29年 3⽉ 19⽇⽣まれ

おばけがでたぞ～ !!
８月30日（水）幼稚園において「おばけや

しきごっこ」が行われ、年長組園児がちょっぴ

りこわい小さなおばけになりきりました。

入場券を手にした年少・年中組の園児と保

護者の皆さんが入場すると、「うらめしや～、

おばけだぞ～」の声と共に驚かせました。
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